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【ＦＩ】
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   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１２Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月23日(2012.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始
させることが可能となり、複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置に表示結果
が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表示結果に応じ
て入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　ゲーム毎に前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、特定入賞表示結果、該
特定入賞表示結果よりも遊技者にとって得られる利益が小さい非特定表示結果、及び前記
賭数の設定に遊技用価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技表示
結果を含む複数種類の表示結果の導出を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定結果に応じて前記可変表示装置の表示結果を導出させる導出制
御手段と、
　通常遊技状態よりも該再遊技表示結果の導出を許容する旨を決定する確率を高くする再
遊技高確率状態となる有利状態に遊技状態を制御する有利状態制御手段とを備え、
　前記事前決定手段は、前記特定入賞表示結果の導出を許容する旨を決定するときには、
前記非特定表示結果の導出を許容する旨も同時に決定し、
　前記有利状態制御手段は、
　　前記可変表示装置の表示結果として所定の表示態様が導出されたときに、前記有利状
態のうちの第１有利状態に遊技状態を制御する第１有利状態制御手段と、
　　前記第１有利状態において前記非特定表示結果が導出されたときに、該第１有利状態
を終了させて、前記有利状態のうちの第２有利状態に遊技状態を制御する第２有利状態制
御手段とを含む
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　前記可変表示装置は、各々が識別可能な複数種類の識別情報が配置された表示帯をステ
ッピングモータの駆動により回動させることで変動表示可能な複数の可変表示部のそれぞ
れに表示結果を導出させることが可能なものであり、
　前記複数の可変表示部にそれぞれ対応して設けられ、対応する可変表示部において表示
結果を導出させる際にそれぞれ操作される複数の停止操作手段をさらに備え、
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　前記導出制御手段は、
　　前記複数の可変表示部の少なくとも１つに表示結果が導出され、且つ他の可変表示部
に表示結果が導出されていない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示
部について、該可変表示部に対応する停止操作手段が操作された時点の前記ステッピング
モータのステップ数に対して導出される表示結果を一意的に特定する複数の制御パターン
から、前記事前決定手段の決定結果及び既に表示結果が導出された可変表示部において対
応する停止操作手段が操作されたときのステップ数に対応する制御パターンを一意的に特
定する制御パターン選択手段を含み、
　　未だ表示結果が導出されていない可変表示部に対応する停止操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示部について選択された制御パターンが
該停止操作手段の操作時点のステップ数に対して一意的に特定する表示結果を、該可変表
示部における表示結果として導出させる
　ことを特徴とする請求項１に記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明にかかるスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームを開始させることが可能となり、複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置
（可変表示装置２）に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装
置に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　ゲーム毎に前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、特定入賞表示結果（レ
ギュラーボーナス、ビッグボーナス（１）、ビッグボーナス（２）、スイカ）、該特定入
賞表示結果よりも遊技者にとって得られる利益が小さい非特定表示結果（チャンス目）、
及び前記賭数の設定に遊技用価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再
遊技表示結果（リプレイ）を含む複数種類の表示結果の導出を許容するか否かを決定する
事前決定手段（ステップＳ４０３）と、
　前記事前決定手段の決定結果に応じて前記可変表示装置の表示結果を導出させる導出制
御手段（ステップＳ４０４）と、
　通常遊技状態よりも該再遊技表示結果の導出を許容する旨を決定する確率を高くする再
遊技高確率状態となる有利状態（ＲＴ）に遊技状態を制御する有利状態制御手段（ステッ
プＳ８１５、Ｓ９１６）とを備え、
　前記事前決定手段は、前記特定入賞表示結果の導出を許容する旨を決定するときには、
前記非特定表示結果の導出を許容する旨も同時に決定し、
　前記有利状態制御手段は、
　　前記可変表示装置の表示結果として所定の表示態様が導出されたときに、前記有利状
態のうちの第１有利状態（ロングＲＴ）に遊技状態を制御する第１有利状態制御手段（ス
テップＳ９０６）と、
　　前記第１有利状態において前記非特定表示結果が導出されたときに、該第１有利状態
を終了させて、前記有利状態のうちの第２有利状態に遊技状態を制御する第２有利状態制
御手段（ステップＳ８１５では、これまでのＲＴカウンタの値に関わらず、ＲＴカウンタ
の初期値として４をセット）とを含む
　ことを特徴とする。
　なお、前記第２有利状態は、前記有利状態のうちで所定ゲーム数（３ゲーム）の間だけ
継続する短期有利状態（ショートＲＴ）とし、前記第１有利状態は、前記有利状態のうち
で前記所定ゲーム数よりも長いゲーム数（１００ゲーム）の間だけ継続するとともに、終
了までに遊技者の得られる利益が前記短期有利状態よりも大きい長期有利状態（ロングＲ
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Ｔ）とするものとしてもよい。
　また、前記識別情報の変動表示を停止させるために遊技者により操作される停止操作手
段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）をさらに備える場合において、
　前記導出制御手段は、
　　前記停止操作手段が操作されたときに、該停止操作手段の操作手順と前記事前決定手
段の決定結果とに応じて前記可変表示装置の表示結果を導出させるものであって、
　　前記特定入賞表示結果と前記非特定表示結果の導出を許容する旨が決定されていると
きにおいて前記停止操作手段が第一手順で操作されたときに該特定入賞表示結果を導出さ
せる第一手順時導出手段（図２、図８、図９）と、
　　前記特定入賞表示結果と前記非特定表示結果の導出を許容する旨が決定されていると
きにおいて前記停止操作手段が前記第一手順とは異なる第二手順で操作されたときに該非
特定表示結果を導出させる第二手順時導出手段（図２、図８、図９）とを含むものとして
もよい。
　この場合において、上記スロットマシンは、
　前記第１有利状態に制御されているゲームで前記事前決定手段により前記特定入賞表示
結果と前記非特定表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに、前記第二手順で前記
停止操作手段を操作すると前記非特定表示結果が導出されることを遊技者に認識可能とす
る所定の情報（ＳＲＴ可能性報知）を報知する短期高確認識報知手段（ステップＳ１００
７）をさらに備えるものとすることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記スロットマシンでは、有利状態に制御されると遊技者が通常遊技状態よりも有利に
ゲームを進めることが可能となるが、この有利状態には、第２有利状態として所定ゲーム
数の間だけ継続する短期有利状態と、第１有利状態としてこれよりも長いゲーム数の間だ
け継続する長期有利状態とが適用できる。この場合、長期有利状態に制御されているとき
でも非特定表示結果が導出されると、短期有利状態に遊技状態が制御され、有利状態全体
としてのゲーム数が少なくなってしまう場合がある。長期有利状態に制御されているとき
には、非特定表示結果を導出させない方が遊技者にとって有利なものとなる場合がある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　ここで、非特定表示結果が可変表示装置の表示結果として導出されるのは、特定入賞表
示結果と非特定表示結果の導出を許容する旨が決定されていて、且つ停止操作手段が第二
手順で操作された場合だけである。また、長期有利状態で非特定表示結果の導出を許容す
る旨が決定されると、第二手順で停止操作手段を操作することで該非特定表示結果が導出
される旨を示す所定の情報が報知されるので、どのような操作手順で停止操作手段を操作
すればよいかを判断できる。これにより、長期有利状態の維持に対して遊技者の技術介入
性が生じるとともに、遊技の戦略性も高まるので、遊技の興趣を向上させることができる
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、前記高確認識報知手段は、前記第１有利状態に制御されているゲームで、該第１
有利状態の残りゲーム数の間に得られる利益が前記第２有利状態において得られる利益よ
りも大きいことを条件として、前記所定の情報を報知するものとしてもよい。一方、前記
高確認識手段は、前記第１有利状態に制御されているゲームで前記所定の情報を報知する
ものの、該第１有利状態の残りゲーム数の間に得られる利益が前記第２有利状態において
得られる利益よりも小さいときには、その旨を示す情報も併せて報知するものとすること
ができる。これらの場合には、非特定表示結果を導出させた方が本当は有利な筈であるの
に、遊技者が第二手順で停止操作手順を操作しないで非特定表示結果をわざと外してしま
うといったことがなくて済むようになる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記スロットマシンにおいて、
　前記事前決定手段は、前記有利状態とは異なる遊技者にとって有利な特別遊技状態（レ
ギュラーボーナス、ビッグボーナス）への移行を伴う特別表示結果（レギュラーボーナス
、ビッグボーナス（１）、ビッグボーナス（２））と前記賭数の設定に遊技用価値を用い
ることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技表示結果（リプレイ）との導出を許
容するか否かを決定してもよい。
　この場合において、上記スロットマシンは、
　前記特別表示結果の導出を許容する旨の決定に基づいて該特別表示結果が導出されるま
で、該特別表示結果の導出を許容する旨の決定を持ち越させる特別決定持越手段（ステッ
プＳ９１４）と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、前記特別遊
技状態に遊技状態を制御する特別遊技状態制御手段（ステップＳ８０８、Ｓ８１０、Ｓ８
１２）と、
　前記特別表示結果の導出を許容する旨の決定に基づいて該特別表示結果が導出されなか
った後、及び前記非特定表示結果が導出された後に所定の演出（連続演出）を実行する演
出実行手段（ステップＳ１０１０）とをさらに備えるものとすることができ、
　前記導出制御手段は、前記特別表示結果の導出を許容する旨の決定が持ち越されている
状態で前記再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定されたときに該特別表示結果よりも
該再遊技表示結果を優先して前記可変表示装置の表示結果として導出させる再遊技優先導
出手段をさらに含むものとすることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　ここでは、特別表示結果の導出を許容する旨が決定された後と非特定表示結果が導出さ
れた後に所定の演出が実行される。すなわち、所定の演出が実行されたということは、特
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別表示結果の導出を許容する旨が決定された可能性があるということであるので、この所
定の演出によって遊技者に特別表示結果の導出を許容する旨が決定されていることに対す
る期待感を与えることができ、遊技の興趣を向上させることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、非特定表示結果が導出された後に第２有利状態すなわち再遊技高確率状態に制御
されている所定ゲーム数の間は、再遊技表示結果の導出を許容する旨が決定される確率が
高くなり、特別表示結果の導出を許容する旨が決定されていても、これが導出される可能
性が低くなる。第１有利状態で特別表示結果の導出を許容する旨が決定された後のゲーム
でも再遊技表示結果が導出されることが多くなる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　なお、前記特定入賞表示結果は、前記特別表示結果を含むものであっても、前記特別表
示結果を含まないものであってもよい。また、前記特定入賞表示結果は、前記遊技用価値
の付与を伴う小役表示結果（スイカ）を含むものとしてもよい。前記特定入賞表示結果が
前記特別表示結果を含むものとした場合、前記特別表示結果の導出を許容する旨の決定に
基づいて該特別表示結果が導出されなかったときには、該特別表示結果以外の表示結果と
して前記非特定表示結果が導出されたか否かに関わらずに前記所定の演出を実行するもの
としても、該特別表示結果以外の表示結果として前記非特定表示結果が導出されたことを
条件として前記所定の演出を実行するものとしてもよい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　ここで、特定入賞表示結果に特別表示結果が含まれている場合には、特別表示結果の取
りこぼしで非特定表示結果が導出されて第２有利状態に制御されることがある。このため
、非特定表示結果の導出で特別表示結果の導出を許容する旨が決定されていることに対す
る期待感を遊技者に与えることができる。特定入賞表示結果に特別表示結果も小役表示結
果も含まれている場合には、非特定表示結果が導出された場合には、それには特別表示結
果の取りこぼしという可能性と小役表示結果の取りこぼしという可能性が考えられること
となるので、いずれかの導出を許容する旨が決定されていたという適度な期待感を遊技者
に与えることができ、遊技の興趣を向上させることができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　さらに、特定入賞表示結果に特別表示結果（及び小役表示結果）が含まれている場合に
は、非特定表示結果を含む特別表示結果（および／または小役表示結果）の取りこぼしで
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導出される表示結果に対して、単に特別表示結果の導出を許容する旨が決定されている可
能性を遊技者に報知するだけの情報以外の役割が与えられるので、遊技性を高めることが
できるようになる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　この場合において、上記スロットマシンは、
　前記特別遊技状態（ビッグボーナス）に制御された後に所定の特別終了条件（４６５枚
を越える払い出し）が成立したときに、該特別遊技状態を終了させて、前記第１有利状態
に遊技状態を制御する特別遊技状態終了手段（ステップＳ９０６）とをさらに備えるもの
とすることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　特別遊技状態の終了後に制御される遊技状態を第１有利状態とすることで、特別遊技状
態の終了した後に遊技者の所有する遊技用価値の減少を抑えつつ（場合によっては増加さ
せつつ）次の特別遊技状態を迎えることができる場合が増えるので、遊技者の期待感を高
めさせて、遊技の興趣を向上させることができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、この場合において、上記スロットマシンにおいて、
　前記識別情報の変動表示を停止させるために遊技者により操作される停止操作手段（停
止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）をさらに備え、
　前記導出制御手段は、前記停止操作手段が操作されたときに、該停止操作手段の操作手
順と前記事前決定手段の決定結果とに応じて前記可変表示装置の表示結果を導出させ、
　前記事前決定手段は、
　　前記特別表示結果の導出を許容する旨を決定するときには、さらに該特別表示結果と
も前記特定入賞表示結果とも前記非特定表示結果とも異なる第三表示結果の導出する旨を
決定するとともに、
　　前記特定入賞表示結果と前記非特定表示結果の導出を許容する旨を決定するときには
、さらに前記第三表示結果の導出を許容する旨も同時に決定し、
　前記導出制御手段は、
　　前記特別表示結果と前記第三表示結果の導出を許容する旨が決定されているときにお
いて、前記停止操作手段が特別手順で操作されたときに該特別表示結果を導出させるとと
もに、前記停止操作手段が該特別手順とは異なる非特別手順で操作されたときに該第三表
示結果を導出させる特別許容時導出手段と、
　　前記特定入賞表示結果と前記非特定表示結果と前記第三表示結果の導出を許容する旨
が決定されているときにおいて前記停止操作手段が前記第一手順とも前記第二手順とも異
なる第三手順で操作されたときに該第三表示結果を導出させる第三手順時導出手段とをさ
らに含むものとすることができ、
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　この場合には、上記スロットマシンは、
　前記第１有利状態に制御されているゲームで前記第三表示結果が導出されたときに、前
記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されているか否かを示す特別演出（チャンス演
出）を実行する特別演出実行手段（ステップＳ１０１７）をさらに備えるものとすること
ができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　ここでは、特別表示結果を導出させて特別遊技状態に遊技状態を移行させることができ
なくても第三表示結果が導出されたときには、依然として特別表示結果の導出を許容する
旨が決定されていることがあり得る。このような場合に行われる特別演出によって、特別
表示結果の導出を許容する旨が決定されていることに対する期待感を改めて遊技者に与え
ることができるので、さらに遊技の興趣を向上させることができる。特定入賞表示結果の
導出を許容する旨が決定されていたときでも第三表示結果が導出されたことによって、第
１有利状態に遊技状態を維持することに対する遊技者の期待感も高めさせることができ、
さらに遊技の興趣を向上させることができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　上記スロットマシンにおいて、
　前記識別情報の変動表示を停止させるために遊技者により操作される停止操作手段（停
止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）をさらに備え、
　前記導出制御手段は、前記停止操作手段が操作されたときに、該停止操作手段の操作手
順と前記事前決定手段の決定結果とに応じて前記可変表示装置の表示結果を導出させ、
　前記事前決定手段は、少なくとも前記特定入賞表示結果として所定数（９枚）の遊技用
価値の付与を伴う小役表示結果（スイカ）の導出を許容するか否かを決定し、
　前記短期高確認識報知手段は、通常遊技状態に制御されているゲームでも前記事前決定
手段により前記特定入賞表示結果と前記非特定表示結果の導出を許容する旨が決定された
ときに、前記第二手順で前記停止操作手段を操作すると前記非特定表示結果が導出される
ことを遊技者に認識可能とする所定の情報を報知してもよい。この場合において、上記ス
ロットマシンは、
　前記可変表示装置の表示結果として前記小役表示結果が導出されたときに前記所定数の
遊技用価値により実行可能なゲーム数（３ゲーム）と前記所定ゲーム数との差が１未満（
０）となる数の遊技用価値を遊技者に付与する遊技用価値付与手段（ステップＳ９０２）
をさらに備えるものとすることができる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　この場合、短期高確認識報知手段から所定の情報が報知されたときに通常遊技状態であ
るか有利状態であるかが遊技者に判断できなくなる場合もある。通常遊技状態であった場
合に非特定表示結果が導出されないように停止操作手段を操作すると、遊技者は、第２有
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利状態による利益を喪失してしまうこととなる。もっとも、第一手順で停止操作手段を操
作すれば小役表示結果を導出させることができ、これで付与される遊技用価値によって喪
失した第２有利状態の利益を保全することができるので、遊技者にとって不利なものとな
ることはない。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　上記スロットマシンにおいて、
　前記可変表示装置は、各々が識別可能な複数種類の識別情報が配置された表示帯（リー
ル３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）をステッピングモータ（リールモータ３ＭＬ、３ＭＣ、３ＭＲ）の
駆動により回動させることで変動表示可能な複数の可変表示部のそれぞれに表示結果を導
出させることが可能なものであってもよい。この場合、上記スロットマシンは、
　前記複数の可変表示部にそれぞれ対応して設けられ、対応する可変表示部において表示
結果を導出させる際にそれぞれ操作される複数の停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２
Ｃ、１２Ｒ）をさらに備えるものとすることができる。
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